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ば，単位当たりのコストが計算できないとしても，規模の拡大ほどコストが
上昇しなければよいのである。ただそのコストは内訳を?える必要はあるだ
ろう。従業者が増加したのか（あるいはしなかったのか），その他の費用が増
大したのか（あるいはしなかったのか）は企業の成長経路にとって重要なこ
とである。多店舗展開する小売企業では，店舗の大きさがほぼ同等ならいく
つ店舗を作っても店舗で働く従業者の数は１店舗当たりで変わらない。した
がってチェーンオペレーションの効果である間接部門のコストダウンの方が
大きく現れると予想できる。逆に百貨店のようなチェーンオペレーションに
よるコストダウンの影響をあまり受けない小売業態では「その他のコスト」
はあまり節約できないと予想できる。
では百貨店はどのコストが低下したのかというと，もしかしたらあまり低
下していないのかもしれない。多店舗化で巨大化した企業ではなく，店舗の
大型化で企業規模を拡大した業態では，コストの低下とは異なり，「範囲の経
済性」が売上を拡大する効果をもたらすことになるかもしれない。ここで規
模効率性と?えられるコストと売上の比率が問題となるのである。
小売企業は田村氏の指摘の通り単位当たりのコストは測れない。田村氏は
規模優位性を規模の経済性と区別する際に，規模優位性は「規模成長に伴う
平?生産費用の減少を問題にする際にも，その発生要因として生産技術だけ
でなく，他の諸要因の可能性を?える」ことをあげている??。この生産技術以
外の要因の中に「範囲の経済」が含まれていると?えることができるであろ
う。また規模の拡大に伴うバーゲニング・パワーの発揮も生産技術以外の要
因の中に含まれると?えられる。
田村氏の規模優位性概念は規模とコストの関係だけでなく，規模（範囲な
ど）と売上の関係の両面を含むもので，それを規模とキャッシュ利益率に集
約するものであるといえる。小売企業の規模拡大が単位コストの低下だけで
なく，売上の増大に直接結び付くことを?えると意味の大きい指標である。
しかし規模優位性では，小売企業の成長経路と経営規模の改善がどのよう
な点で発生したのかを，見出すことは困難である。つまり経営効率の改善が
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単位費用の低下によってもたらされたのか，あるいは売上の増大によっても
たらされたのか，はたまた仕入価格の低下によってもたらされたのかを区別
できないのである。そうすると業態別に異なるであろう規模拡大と単位コス
トの低下の関係も，やはり業態別に異なるであろう規模拡大と売上増加の関
係も，効率の変化でしか捉える事ができない。
小売企業の成長経路と競争力の強化過程は，業態によって大きく異なるで
あろうと思われる。業態の区分は多分に曖昧なものであるが??，それでも成長
経路が同一のものであると?えることはできないであろう。その点で規模の
経済性でも規模優位性でも，業態別で把握しなければ，小売企業の成長経路
は問題にできないと?える。
いずれにしても一つの指標で小売企業の成長とコストや売上の関係は測れ
ない。だとすると田村氏が効率性を測る前に測定することになる売上原価や
販管費と規模との関係も使う形で成長経路を測定する方法もあると思われる。
同様に売上原価や販管費と売上の関係（これは規模の経済性を測定するもの
ではない）も?慮して，こうした指標も使うことが必要かもしれないのであ
る。
? 結びにかえて
小売企業の規模の経済性を取り扱う問題意識は一つではない。そのためど
のような指標を規模と?え，どのような指標を産出と?えるのかは論者に
よって異なる。ここでは日本小売企業の成長がどのような特徴をもっている
のかを?える予備作業として規模の経済性を測定することを?えてみた。
本稿では小売企業における規模の経済性に関する研究の問題点について?
え，金銭的な指標で規模を測定することや，産出を測ることに問題があるこ
とを述べた。この点では田村氏の見解はまさに正鵠を射ている。そして田村
氏が提示した規模優位性について検討した。
規模優位性は過去の規模経済性を巡る問題点を?えれば優れた指標である
45 拙稿「小売業態の国際移転」岩永忠康，西島博樹，片山富弘，宮崎卓朗編『流通国際
化の現段階』同友館，2009年。
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といえる。しかし小売企業の成長経路がどのようなものであったのかを?え
るときに，それでは不足しているものがあると思われる。効率性の改善がど
のような点でなされたのかが不問に付されてしまうのである。こうした効率
性の改善は業態ごとに違った形で現れる。だから単一の小売企業だけでなく，
同一業態に属すると?えられる複数企業を取り扱う比較研究が必要とされる。
つまり小売企業の成長経路を?えるときに，規模の拡大につれてなにが競
争力となったのかは業態別に異なる。したがって日本の小売企業の成長（あ
るいは衰退）も業態別に?える必要がある。その際に単一の指標だけでなく
複数の指標を使うことに何の問題もない。もともと規模の経済性だけで企業
の成長の原因を説明しようと?えてはいないであろう。その他の指標があっ
てもかまわなかったのである。
ただ売上の増大については，やはり小売企業の価格政策の影響が大きく，
コスト低下の結果と?えることができること，そして同時に販管費の支出，
つまり費用の増大が売上の増大に結びつく可能性があることの両面は区別で
きない。そのため店舗単位と企業単位でどのような費用低下が起こったのか
を，産出量ではなく何らかの企業規模との関係で明らかにしていく必要はあ
る。その点で規模の経済性を測定する意味はいまだに存在するのである。
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